
各種審議会等審議結果公表シート 

会議の名称 令和７年度 第 1 回中津川市環境保全審議会 

開催日時 令和７年６月２５日（水） １０時００分から１１時４５分まで 

開催場所 中津川市役所 会議棟２階 大会議室 

開催者等 

【委員（役職名）】 

中京学院大学教授 

恵那県事務所 環境課長 

中津川市小中学校代表 

中津川市区長会連合会（理事） 

中津川市自然環境団体等連絡会議会長 

中津川市生活学校代表 

中津川市商工会議所（専務理事） 

中津川北商工会（事務局長） 

中津川市環境推進協会会長 

【市】 

環境水道部長  高木 均 

 環境水道部次長 小木曽 寿之 

【事務局】 

  環境課長  吉村 謙次 

  環境課   丹羽 史久 

  環境課   三尾 武久 

【委託業者】 

  エックス都市研究所 

 

傍聴人の数 
傍聴者：なし 

報道関係：なし 

議 題 

議題１ 第四次中津川市環境基本計画の策定に係るヒアリング結果に

ついて 

【意見】 

・太陽光発電の推進については自然保護と相反する面もあるがどう考

えているか。 

⇒森林を伐採して推進するのではなく、法面等の空き地やソーラー

カーポート、屋根置きを推奨し、自然破壊をしてまで導入推進を想定

していない。自然との調和を第一に考えていきます。 

・森林整備について森林環境税が活用されるようになっていると思う

がどの程度活用されているか。 

⇒森林環境税は年間 1 憶 2 千万円程度の収入がある。うち 8 割を森

林整備に、2 割を共通事業として木育や学校教育等に活用している。 

 



議題２ 第四次中津川市環境基本計画骨子案について 

    骨子案・検討事項①について 

【意見】 

・前計画の流れを踏襲するのはいいが、前計画の検証が必要である。 

⇒前計画の指標に関しては、毎年発行される「中津川市の環境」にて

進捗状況を公表して実状の把握に努めている。 

・将来の環境像は市民に伝わりやすいようワンフレーズにしたほうが

よいのでは 

⇒「将来の環境像」については、「キーワード」から関連するものを

挙げつつ、分かりやすく工夫をしている。 

・概要版を作成し広く周知してはどうか。 

⇒概要版は、本編作成後に作成し広く周知していきたい。 

・「将来の環境像」について、分かりやすく違和感もない。将来的に

非漢字圏の人が増えることを考えると、分かりやすい言葉に注意する

とよい。 

・公共施設の省エネ化や太陽光発電導入の進捗が遅く感じる。2050

年ゼロカーボン達成のため、公共施設への導入方法検討が必要であ

る。 

⇒あらゆる公共施設で再エネ導入を検討しているが、実際に調査を行

うと設置できないというケースもある。今後も検討を進めていきま

す。 

・いつまでに目標を達成するかを可視化させ、市民への周知を強化す

る必要がある。実行と検証を重視すべき。 

・1 人あたりのごみの発生量は県内 21 市でワーストとなっている

が、住環境も変化していると思う。外国人居住者の増加や団塊の世代

が終活のためごみを出さざるを得なくなる等の状況もあるのではない

か。 

⇒家庭ごみ排出量に関しては、第三次計画の令和 7 年度目標値が

19,217ｔとしているが、令和 5 年度の段階で 18,432ｔと減量化の方

向にある。ごみ処理施設の広域化を進める中で、プラスチックごみの

分別なども検討していきたい。 

・太陽光発電の FIT による買電が終了となり、価格が安価になると発

電を止めてしまう人が増えるのではないか。継続してもらうためにど

うしたらよいか検討し広く周知していく必要がある。 

⇒FIT 終了後については、買電を継続するより自家消費することも検

討されています。パワーコンディショナーの更新も高額となり止めて

しまうケースもあり課題となっています。 

 

検討事項②について 

【意見】 

・林業の推進に関して、ドローンやモビリティの活用により搬出を容

易にするような新しい林業についても記載があると良い。 



・外来種に対して解決がされていない。希少生物を守るには手間も費

用もかかる。外来生物対策を目標に挙げて、対策を実施していけるの

か疑問を感じる。 

・環境の変化に在来種が対応し切れなくなり、外来種が強く見えてい

る部分もある。今までの環境を保持することがよいのか、環境変化に

対応しつつ、人間や生物にとって生きやすい環境に方向転換した方が

よいのか、どちらが良いのか難しい。 

・地球環境が変化し、植物も人間も現状を維持し続けるのは難しく、

淘汰されるのは仕方がない。共生も大事ではないか。 

・希少種を保全できる区域だけ限定的に残していくというのが現実的

ではないか。 

 

検討事項③について 

【意見】 

・環境の課題は単独で対応するのは難しく、分野横断的に取り組んで

いくのが一般的となっている。 

会議資料 

資料 1-1 事業所ヒアリングの結果について 

資料 1-2 庁内ヒアリングの結果について 

資料 2-1 第四次中津川市環境基本計画 骨子（案） 

資料 2-2 検討事項 

資料 3  パブリックコメントまでの流れ 

次回開催 

日時・場所 
令和７年１０月 時間・場所は未定 

所管部課 環境水道部 環境課 

 


